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         パーソナル・コンピュータを用いての統計教育










 ここに紹介するプログラム・パッヶ一ジBEST（Basic program package of e1ementary statistics）
は，パーソナル・コンピュータ（NEC／PC9801）を用いて，記述統計学の立場から基礎統計量を，グラ
フィカルに表現しようとしたものである．
 データを取り扱う者とデータとの結び付きの基本は，データを適切なグラフで表現することの鍛錬か
ら始まる．BESTでは，ヒストグラムの作り方を通してデータの取り扱いを丁寧に説明している．
 一方，データ解析者にとって，いつも突き当たる問題は，現実に与えられた測定値の変動を確率空間
にどう写像するかということであろう．いわゆる統計的推論の問題である．これにはシミュレーション
による確率実験や標本実験を盛り込み，標本の動きによって対応する統計量の変動が一目でわかり，ユー
ザ自身がその動きの法則性を把握できるように設計した．
 又，分類効果の尺度としての相関比を取ら上げ，2つの三角形分布を画面上で動かし，その重なり度
と，相関比，判別的中率などとの関係を示した．ユーザ自身がバソコソを通じてデータと対話し実験す
ることにより，なぜ相関比が分類効果の尺度となるのか，また，どの様たことに注意しなければならな
いかなどが，具体的，直観的に納得できるように工夫した．
 このプログラム・パッケージの一部は，統計数理研究所・統計計算技術報告（RSC－009（1988））に載
せられ，既に何回か統計教育の場に用いられている．コンピュータ・グラフィックスの開発の必要性を
思う時，ファミコン・ゲームの技術の導入が統計教育にも必要ではないかと思われる昨今である．
